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１．はじめに
　盛岡市立上田中学校での「がんちゃんJr.防災
リーダー養成講座」は、コロナ感染症の影響によ
り開催の可否も含めて検討した結果、実施方法を
工夫したうえで、第３学年の「DIG」に限定して
実施することとした。岩手大学の方針にのっとり
大学内での実施は取りやめ、会場を上田中学校の
体育館と武道場として換気に配慮し、密にならな
いようなワークとし、マスク着用と手指衛生を尽
くして実施した。本講座は３年間の積み上げ方式
であり、受講する３年生は、昨年（２年生時：「大
雨・台風：タイムライン」）、１昨年（１年生時：

「シェイクアウト・クロスロードと防災かるたづく
り」）を受講している。それゆえ、コロナ下の限定
的な機会にあって、３年生だけでも実施できない
かと可能性を模索した結果である。また、本来で
あれば、受講日当日は、特別レクチャーとワーク
ショップをセットにした午前中いっぱいのプログ
ラムであるが、本年度は特に、ワークショップの
みの開講とした。

２．実施計画
　①講座実施の前に、事前課題として、担任教師
の指導により各自が町を歩き対象地区の特性を調
査し、地図に書き込んでおくこととした。②９月
17日の２時限分をつかって講座を実施した。③講
座の前後に、防災意識に関するアンケートを実施
した。
　事前学習にあたっては、事前学習の課題プリン
トと、講座の当日も活用する対象地の地図のプリ
ント（北側地図もしくは南側地図）を配布した。
生徒には、岩手県教育委員会発行の副読本『いき
る・かかわる・そなえる』の該当部分を参照し、
また盛岡市が全世帯に配布した『盛岡市ハザード
マップ』を持参するように指示をした。以下はプ
リントで指示したこと。

　「与えられた地図に対して、次の作業①から④
に取り組んでください。

作業①：地図に以下のものを書き込む（マジッ
クか色鉛筆などで書き込んでください。）
〇自分の家（地図上にある人）：赤
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〇市役所、消防署、警察署、病院など公共施
設：黄

〇鉄道：黒
〇国道や県道の路肩(道路の両端をなぞる)：

茶
〇道路幅が狭い路地や消防車が入れない道

路：ピンク
〇公園、広場、田畑、空地、グランドなどの

敷地：黄緑
〇河川やため池：青
作業②：次のような場所や次のような人のい
る場所にシールを貼ってください。（シールを
貼る代わりに、直径１センチ程度の円を、マ
ジック・色鉛筆等で書き込むでもよいです。）
〇避難所となる施設：緑
〇スーパー、コンビニ等の食料・日用品・薬

品・燃料等の販売店：青
〇転倒・落下・倒壊したときに危険となる施

設：赤
〇地域防災に役立つような人：黄色
例）自治会・自主防災組織のリーダー、消防

署・消防団のOB・OG、医療・看護関係の
OB・OG、民生委員、福祉関係者など。

〇災害時要援護者のいる世帯の場所：ピンク
例）一人暮らしの高齢者、障害者,妊産婦など。
作業③：ハザードマップを参考に、地震や大
雨・洪水があった場合の危険個所を地図に（／
／／）で書き込む。（マジック・色鉛筆等で書
き込んでください。）
大規模地震があった場合
〇建物やブロック塀の倒壊が起こりそうな場

所：オレンジ色
〇がけ崩れ危険箇所：茶色
〇延焼火災が起こりそうな場所(木造家屋が

密集しているところ)：赤色
大雨・洪水があった場合
〇洪水浸水地域：青色
〇山崩れやがけ崩れなど土砂災害が起こりそ

うな場所：茶色
作業④：地域の特徴と災害発生時の地域のプ
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ラス面、マイナス面を書き出す。（特徴は黄色
囲み、プラス点は緑囲み、マイナス点は赤や
ピンク囲みの四角内に記述してください。）
注１　地図は上田中学区およびその周辺を、

南北に２分したものとなっています。研修
講座の当日は、上で事前に取り組んだ作業
①から④の中で、あなたは作業（一人ひと
りへの指示事項）に優先的に取り組んでき
てください。」

注２　当日に持参するもの。①このプリント、
②事前課題の地図、③盛岡市防災マップ、
④必要に応じて個人作業用色鉛筆・クー
ピー等。」

３．養成講座の当日
（１）ディグ（DIG）とは何か
　講座の当日、生徒は８人を基本単位とするグ
ループに分かれた。この班は、中学校の指導によ
りあらかじめ編成されたものである。全生徒には、
本日のワークがどのようなものであったかを振り
返ることができるように、学習プリントを配布し
た。また、各グループには、全体の進行がわかる、
Aテキストを１部ずつ配付した。また各テーブル
には、地図に配色するなど手を加えるための、B
北側地図、C南側地図、D12色マジックペン、Eの
りつき付箋を置いた。南北の地図は分担作業の後
に、上下を貼り合わせることができるように両面
テープを貼っておくこととした。また、各テーブ
ルには、手指衛生の徹底をはかるために、感染症
対策用のウェットティッシュを備え付けた。まず、
ワークの趣旨と今回の注意事項を次のように述べ
た。
　今日は、DIG（ディグ）、災害想像ゲームを行い
ます。 DIGについては、岩手県教育委員会発行の

『復興教育副読本「いきる　かかわる　そなえる」』
2014（平成26）年版のP66、67で紹介されている
ワークショップを行います。最初にコロナ対策に
ついて注意の確認をします。本日のワークにおい
ても、１）ソーシャル・ディスタンスを意識し、
２）ワークの折々に、手指衛生を徹底してくださ
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い。
＜DIGの目的の確認、開会行事と合わせて：５分
経過（次の約束のことを合わせて）／８時45分～
50分＞

（２）講座の目的
　講座の目的は「自分たちの身を守るために、地
域を知ろう」「災害時に強い地域にしよう」といっ
たところである。学年の全生徒が、自分が通う中
学校の学区の地域に関心をもち、つぶさに観察し
学習することは重要である。生徒たちはこの学区
に、以後も長く住み地域社会の担い手となるかも
しれず、また、成長の過程でまちを出たとしても、
自分の故郷で実家のある地域ということで帰って
くるかもしれないのである。プログラムの冒頭で
次のように説明した。

　「今日の学習の目的を確認します。今日の学習
は、「自分たちの地域を、自分たちで守る」ため
の学習です。地域の防災力を高めるために、①
自分の地域の災害に対する強さ、弱さを知るこ
と。②自分の地域に起こり得る災害を知ること。
③自分の地域にはどのような課題があるか知る
こと。④課題を改善するため、今後どのような
取り組みをしていくべきかみんなで考えるこ
と、などが大切です。それによって、少しでも
災害に強い地域社会を築いていくことが大切で
す。今日は、そのきっかけづくりのための学習
です。みんなで、自分たちの地域について学習
していきましょう。」　

（３）本年度は「個人ワーク」を重視して
　本年度は、感染症対策を重視し、グループワー
クの時間を極力抑え、時間を区切った個人作業の
積み重ねにするなどの工夫をした。このため、事
前の個人ワークおよびグループワークにおいて
も、個別の行動を重視して実施した。ディスタン
スを保つワークとしたのである。

　「今年は個人ワークとグループワークを架橋
する研修講座です。事前課題で個人ワークとし
て、担当地区（北か南）について①～④の作業

コロナ下での「災害図上訓練（DIG）実践報告

をしましたね。この作業のうち、①～③につい
て、自分が分担する作業について、４人の共同
の地図に落とし込みます。そうしたプロセスを
経て次に、南北の地図を貼り合わせて、全体図
にします。そこで④の作業に入ります。地図の
全体を考察し、地区の特徴・メリット・デメリッ
トなどを付箋に書き、全体図に張り付けます。
こうして完成します。完成後は、班ごとに発表
します。クラス全体で検討し、講師からのコメ
ントを受けます。」

（４）４段階の分担作業
　まず、第３段階までの作業（色塗り）を施して
いくのだが、これらを、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ（ないし
はＥ・Ｆ・Ｇ・Ｈ）の４人の分担作業にした。３
段階とは、①自宅や道路や河川、公共施設に色塗
りする作業、②地元リーダーの家や、避難要支援
の方の家や、災害時に役立ちそうな施設、事業所、
お店などにシールを貼ったりする作業、③災害が
起こりそうな箇所・エリアを斜線で囲んだりする
作業、という分担作業である。①の作業の前半を
Ａ（Ｅ）、後半をＢ（Ｆ）が担当し、②の作業をＣ

（Ｇ）、③の作業をＤ（Ｈ）が担当する。
　地図の北側をＡ～Ｄの４人が担当し、南側をＥ
～Ｈの４人が担当する。８人で協働して進めてい
くワークであるが、色塗り作業の時には分担作業
とすることで、ディスタンスをとることと両立し
ようとしたものである。グループの共同作業の緊
密度は落ちるという制約があるものの、各自が分
担することの全体の位置づけを自覚し、個々の関
わりの度合いを高めたともいえるのではないだろ
うか。メンバー８人の作業の配置と、作業内容、
作業順は、図１の通り。
　地図に色を塗ったり、斜線で囲んだり、ポスト
イットを貼ったりという作業は、これまでは、地
図を取り囲むようにメンバーが顔を突き合わせて
共同作業をしたが、本年度は、共同制作の地図に
書き込む等の作業を交代こうたいで実施するもの
とした。図１に示した通り、書き込み等の作業者
以外は作業台から離れて待機することとした。
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　この方法では、40分の作成時間のうち、作業台
に向かう時間は各自10分ずつである。そこで、待
機している時間が有効に活用されるように、図２
に示したように、待機時間中には、④の作業に着
手することとした。地域の特徴についてポスト
イットに書いて貼る作業にそなえ、各自が考察し
たり、ディスタンスをとりつつメンバー間で協議
するなどに活用するように指導した。

以下のように説明した。
　「本年度は個人ワークを重視します。上田中学
区内を「北側」と「南側」とに２分した地図（A
２版）を配付してありますね。事前の課題とし
て各自、以下の作業をお願いしました。地図上
に、①道路や河川、公共施設に色塗りをしたり、
②自宅や地元リーダーの家や、避難要支援の方
の家や、災害時に役立ちそうな施設、事業所、
お店などにシールを貼ったり、③災害が起こり
そうな箇所・エリアを斜線で囲んだりします。

皆さんは上の３点を頭に入れたうえで、災害が
起きた時の危険なところの情報を収集し、地域
を調べて（自宅周辺や登下校の際に）気づいた
ことをメモしたり、地図に記入したと思います。
これが北側地図です。」

 

　「次に、南側地図です。南北の境に上田中学が
あり、この部分は両地図で重なり合う部分と
なっています。」

 

　地図の見方については、基本的な知識の再確認
が必要であり、こうした点も重要な学びである。
このさい、地図記号を学びつつ、対象地区の特性
をつかむようにうながした。

＜ここまでのワーク：10分経過／ 105分＞

（５）各種資料を活用することの説明

図２　時間の進行と分担作業時間外にすること

●
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重なっ
ていま
す

図３　上田中学区周辺「北側地図」

図４　上田中学区周辺「南側地図」

図１　メンバー８人の分担と手順
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＜地区を知る・災害リスクを知る「ⅰ」－盛岡市
防災マップ＞
　作業の合間に、災害を知る基礎知識や情報につ
いて、簡単な解説をする時間を設けた。
 

　まず、生徒に持参することを促した「盛岡市防
災マップ」について説明した。上田中学校学区は、

「盛岡市防災マップ」P25・26、P33・34の詳細図
が該当する。これを参考にどのような洪水や土砂
災害が起こる可能性があるのか確認しておく。内
水ハザードマップは、裏表紙を確認する。ハザー
ドマップを超えて被害がでることもあるので、こ
のことは必ず確認する。洪水時の避難については、
P14を参照する。その他、この「防災マップ」を
参考にしながら、避難や備えを考え確認する。
　図６は、洪水災害を想定したハザードマップで
す。上田地区片側（北側）を含むエリアです。
 

　図７は、上田地区南側を含むエリアです。
 

＜ここまでのワーク：20分経過／ 105分＞

（６）①の作業―Ａ（Ｅ）さん・Ｂ（Ｆ）さんの担
当作業

　①の作業に取り組んでもらいます。自分の地図
を確認してください。参考に示した本図では、町
内会のエリアを赤で囲ってあり、また鉄筋の建物
を緑囲みしていますが、ここまでは、みなさんに
求めていません。
 

　「最初に、自分たちの住む地域には、どのよう
な特徴があるのかを把握するための作業を行い
ます。まず、地図上で、自分の家を確認して赤
色で印をつけてください。地図上に無い人は、
どの方向になるか確認してください。次に、市
役所や消防署、警察、病院などの公共施設は、

図５　盛岡市防災マップ・表紙

図６　盛岡市防災マップ -P25.26

図７　盛岡市防災マップ -P33.34

図８　作業①②までの作成例（越谷信作成図）
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黄色で敷地を囲んでください。鉄道は、黒色で
なぞってください。国道や県道は、道路の両端
を茶色でなぞってください。道路幅が狭い道路、
消防車が入れないような路地や道路は、ピンク
でなぞってください。公園や広場、田畑、空き
地、グランドなどの敷地は、輪郭を黄緑でなぞっ
てください。河川やため池、もし分かれば、水
路が地中に入っているようなところを青色でな
ぞってください。では、はじめてください。」

 

　今回の作業は個人ワークが多いが、途中、メン
バー間で話し合う場合の約束事を図10のように示
し、確認した。
 

＜ここまでのワーク：30分経過／ 105分＞

　図11は、作業①後半の範囲を示したものである。

　①後半の作業の合間に、次の話題を盛り込んだ。
＜地区を知る・災害リスクを知る「ⅱ」－もしも
高松の池が決壊したら・・・＞
　災害は、Ａ：公式の想定を超えて起こることは
ない、「過去、60年間起きていないからだいじょう
ぶ！」とか、Ｂ：公式の想定を超えて起こること
がある、みなさんはどう思いますか？
　岩手大学理工学部の学生グループが高松の池を
テーマに研究しました。大量の水がためられてい
ることがわかります。

 

　過去に，高松の池の水が，梨木町や大通りに被
害を及ぼしたという記録が残っています。

 

図９　作業①の前半の範囲

２①前 地図の作成（20~30/105分）

①の分担作業（前半）Ａ，Ｅさんは、
次の要領でマジックで地図に着色します。

〇自分の家（地図上にある人）をぬる ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・赤
〇市役所、消防署、警察署、病院など公共施設をぬる・・・・黄
〇鉄道をなぞる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・黒
〇国道や県道の路肩(道路の両端)をなぞる・・・・・・・・・・・・ 茶
〇道路幅が狭い路地や道路（消防車が入れない）をなぞる・・ピンク
〇公園、広場、田畑、空地、グランドなどの敷地の輪郭をなぞる・・・・・黄緑
〇河川やため池などをなぞる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 青

Ａ，Ｅさんは、この作業を10分を目安に行う。
他３人は、作業を見守りつつ④の付箋の作成作業を行う。

前
半
の
目
安

岩手大学教育学部
教育実践・学校安全学研究開発センター

図10　グループワークのルール

２①後 地図の作成（30~40/105分）

①の分担作業（後半）Ｂ，Ｆさんは、
次の要領でマジックで地図に着色します。

〇自分の家（地図上にある人）をぬる ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・赤
〇市役所、消防署、警察署、病院など公共施設をぬる・・・・黄
〇鉄道をなぞる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・黒
〇国道や県道の路肩(道路の両端)をなぞる・・・・・・・・・・・・ 茶
〇道路幅が狭い路地や道路（消防車が入れない）をなぞる・・ピンク
〇公園、広場、田畑、空地、グランドなどの敷地の輪郭をなぞる・・・・・黄緑
〇河川やため池などをなぞる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 青

Ｂ，Ｆさんは、この作業を10分を目安に行う。
他３人は、作業を見守りつつ④の付箋の作成作業を行う。

前
半
の
補
足

後
半
の
目
安

岩手大学教育学部
教育実践・学校安全学研究開発センター

図11　作業①の後半の範囲

1．高松の池について

項目 調査結果 (2004年)
面積 9.7ha
流域面積 104ha
貯水量 25万m3

平均水位 2.57m
主な用途 観光

プール約420杯分

上田中学校の約4倍

図12　高松の池について
―岩手大学理工学部の学生グループ制作
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　全国的にみるとため池の堤防が壊れたり，水が
あふれたりして発生した災害は，最近も起きてい
ます。東日本大震災での被災件数は、3700件にの
ぼります。
 

＜ここまでのワーク：40分経過／ 105分＞

（７）②の作業―Ｃ（Ｇ）さんの分担
　次に、②の作業について、次のように説明した。

　「学校や公民館など避難所となる施設には、緑
のシールを、スーパーなど食料や日用品、薬品、
燃料などを販売しているところは、青色のシー
ルを、ガソリンスタンドや石垣など災害時に危
険となりそうな施設には、赤色のシールを貼っ

てください。また、分かる範囲で、自治会や自
主防災組織のリーダーなど、災害時に活躍して
くれる人がいるところには、黄色のシール、一
人暮らしの高齢者、寝たきりの人など、災害時
に支援が必要な方の場所には、ピンクのシール
を貼ってください。」

 

　②の作業の合間に、次の話題を入れた。
＜地区を知る・災害のリスクを知る（ⅲ）台風19
号と土石流＞
 

　「2016年にも、そして昨年（2019年）も、台風
による被害が出ています。2019年10月の台風第
19号では、岩手県内の土砂災害発生箇所98箇所
のうち74件が土石流（他24件ががけ崩れ）であ
り、短時間強雨で土石流の発生が多くなってい

西暦 沿革

1661～1673年 上田堤築堤

1896年8月3日 溢水、決壊の恐れが
あった

1923年7月22日 越水、梨木町にまで及
んだ

1934年5月21日 決壊、大通りまで浸水

1964年 大規模改修工事

2．高松の池氾濫の歴史

図13　高松の池氾濫の歴史
―岩手大学理工学部の学生グループ制作

３. 近年のため池災害

全国には約20万個のため池がある

平成19年～28年の10年間でため池の被害は8776件あった
原因：洪水71%、地震29%

東日本大震災
被災件数 3700件
被害額 400億円
犠牲者 8名

図14　近年のため池災害
―岩手大学理工学部の学生グループ制作

２② 地図の作成（40~50/105分）
②分担者（Ｃ、Ｇ）は次の施設にシールを貼る。（10分）
〇避難所となる施設・・・緑

例）学校、公民館、コミュニティー施設など
〇食料・日用品・薬品・燃料等の販売店・・・青

例）スーパー、米穀店、小売店、コンビニなど
〇転倒・落下・倒壊したときに危険となる施設・・・赤

例）危険物の貯蔵施設、化学工場など
次のような人のいる場所にシールを貼ってください。(分かれば)
〇地域防災に役立つような人・・・黄色
例）自治会・自主防のリーダー、消防署・消防団のOB、

医療・看護関係のOB・OG、民生委員、福祉関係者など
〇災害時要援護者のいる世帯の場所・・・ピンク
例）一人暮らしの高齢者,寝たきりの人,障害者,妊産婦など

他３人は、作業を見守りつつ④の付箋の作成作業を行う。
岩手大学教育学部
教育実践・学校安全学研究開発センター

図15　作業②の内容

■地区を知る・災害リスクを知る（３）昨年台風19号（岩手県資料）

盛岡地方気象台
岩手大学教育学部
教育実践・学校安全学研究開発センター

図16　台風19号による被害１（岩手県資料）
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ます。スライドで示したような、道路の被害お
よび鉄道の被害が起きています。2016年８月の
台風第10号でも、岩手県内の土砂災害発生箇所
155件のうち、144件の土石流（他11件は、がけ
崩れ９件、土砂流出２件）が発生しています。
短時間強雨だけでなく、岩手県の沿岸部の地質
も関係すると思いますが、土石流の発生の事実
も知っておいてほしいです。」
　「つぎに、住宅の被害および河川の被害につい
てです。東日本大震災後に、復旧・復興したば
かりのところが被害に遭っていますね。」

 

　「台風19号による道路や河川における被害状
況です。岩手県沿岸全体の被害状況です。」

  
＜ここまでのワーク：50分経過／ 105分＞

（８）③の作業―Ｄ（Ｈ）さんの分担
　①②の作業の加えて、③災害リスクの斜線囲み

（／／／／）する。以下、説明した。
　「では、次に地域の災害リスクを把握するため
の作業をしていきましょう。大規模地震があっ
た場合を想定して、建物被害（倒壊）が起こり
そうな場所をオレンジ色で、がけ崩れ危険箇所
を茶色で、延焼火災が起こりそうな場所(木造家
屋が密集)を赤色で、斜線を入れていきましょ
う。
　大雨・洪水があった場合を想定しながら、ハ
ザードマップ等も参考にしながら、洪水浸水地
域を青色で、山崩れやがけ崩れなど土砂災害が
起こりそうな場所を茶色で、斜線を入れていき
ましょう。例えば、ため池があるところは、決
壊する可能性があるかもしれません。水路が道
路下にあるところは、道路にあふれ出す可能性
があります。等高線の幅が狭いところは、急傾
斜で崩れやすいかもしれません。大雨が降った
ら被害がでるかもしれないと思ったところに
は、斜線で囲みましょう。」

 

　③の作業の合間に、ブロック塀の危険の話をい
れた。2018年に大阪府で痛ましい事故が起きた。
＜地区を知る・災害のリスクを知る（４）ブロッ
ク塀の危険＞

図17　台風19号による被害２（岩手県資料）

■地区を知る・災害リスクを知る（３）昨年台風19号（岩手県資料）

盛岡地方気象台
岩手大学教育学部
教育実践・学校安全学研究開発センター
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金ケ崎町

西和賀町
遠野市

一関市

奥州市

北上市

花巻市

台風第19号
による被害

状況

河川①
河川②

河川④

河川③
道路①

道路②

道路③

道路④

道路⑤

三陸鉄道①

三陸鉄道②

三陸鉄道③

三陸鉄道④

三陸鉄道⑤

土砂流出
①

観光施設①

各地被災状況①

各地被災状況③

各地被災状況②

県営住宅①

県営住宅②

農林水産①
農林水産⑧

農林水産⑨

農林水産⑥
⑦農林水産④

農林水産⑤

土砂流出
②

農林水産②

農林水産③

資料14-12019年10月 台風19号による被害（岩手県資料）

盛岡地方気象台岩手大学教育学部
教育実践・学校安全学研究開発センター

図18　台風19号による被害３（岩手県資料）

２③ 地図の作成（50~60/105分）
③の分担は、地域の災害リスクを把握する。（10分）

大規模地震があった場合
〇建物やブロック塀の倒壊が起こりそうな場所：オレンジ色
〇がけ崩れ危険箇所：茶色
〇延焼火災が起こりそうな場所(木造家屋が密集)：赤色

大雨・洪水があった場合（ハザードマップを参考に）
〇洪水浸水地域：青色
〇山崩れやがけ崩れなど土砂災害が起こりそうな場所：茶色

次のような場所に、マジックで／／／／を入れていこう。

他３人は、作業を見守りつつ④の付箋の作成作業を行う。
岩手大学教育学部
教育実践・学校安全学研究開発センター

図19　作業②の内容
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＜ここまで説明：60分経過／ 105分＞

（９）地図の貼り合わせと④の作業
　ここで、メンバーの８人の分担作業が終了し、
南北の地図を上下に貼り合わせます。
　４人グループのまとめ役の人が音頭をとり、作
業台上の北の地図と南の地図を貼り合わせて１枚
にする。そして、みんながみられるように、壁に
貼る。

　「この作業を、５分を目安に行ってください。
このあと10分間の休憩！休憩後も手指衛生を徹
底してください。」

＜ここまでのワーク：75分経過／ 105分＞

（10）④の作業
　④の作業へと進むが、ここで特に密にならない
ように、以下のように注意を喚起した。

　「では、合体した地図に各自が作業し準備した
付箋を貼っていきます。この時は、真向かいに
ならない程度に離れて、多少相談しつつ作業し
ましょう。全員が、協議しつつ、付箋を貼る時
は、順番を決めて、密にならないように地域の
特徴を付箋で貼っていきます。」
　そして、最後の作業に着手する。
　「これまで行ってきた学習において、地域にお
ける特徴と地域におけるプラス面、マイナス面
について、付箋用紙に書き出してください。

　木造住宅が密集した地域である、病院や大学
など公共施設が多いなど、この地域の特徴を黄
色の付箋用紙に書いてください。
　この地域では、お互いに顔見知りで様々な地
域活動が充実していること、緊急ヘリポートと
なる場所がたくさんあることなど、地域のプラ
ス要素を青色の付箋用紙に書いてください。こ
の地域では、古い木造住宅が密集しているため、
多くの家屋が倒壊する可能性があり、火災の可
能性も高いこと、一人暮らしの高齢者が多く、
地域住民の協力が必要であること、消防車が入
りづらいことなど、地域のマイナス要素】を赤
色の付箋用紙に書いてください。」

 

 
図22　作業④の場合も順次入れ替わる

＜ここまでのワーク：85分経過／ 105分＞

ブロック塀の安全、道半ば 学校で
撤去進んだが民間は…
最大震度6弱の揺れが都市部を襲い、6人が

死亡、6万棟を超える住宅被害が出た大阪北部
地震の発生から18日で2年を迎える。この地
震で危険なブロック塀の存在が問題になった
ことを受け、避難路沿いにあるブロック塀の
耐震診断を義務付ける制度が、大阪と東京で
今春から始まった。学校施設や民間のものも
含め安全対策は道半ばで、継続的な取り組み
が求められている。
朝日新聞2020年6月18日

倒壊し、下敷きになった
女子児童が亡くなった小
学校のブロック塀
=2018年6月18日午後6
時50分、大阪府高槻市

ブロック塀
の事故

■地区を知る・災害リスクを知る（４）ブロック塀事故

図20　2018年に起きたブロック塀の事故
―森本晋也作成図

２④ 付箋を貼ります（75~85/105分）

④の作業を遂行しましょう。

この地域における特徴と地域におけるプラス面、マイナス
面について、ポストイットに書き出し貼ってください。

（４人交代交代で合計10分）／地図の欄外に自分の名前を記す！

（例）【この地域の特徴】・・・黄色
・木造住宅が密集した地域 ・病院や大学など公共施設が多い

【地域のプラス要素】・・・緑
・お互いに顔見知りで様々な地域活動が充実している。

【地域のマイナス要素】・・・赤
・古い木造住宅が密集しているため、多くの家屋が倒壊する可
能性があり、火災の可能性も高い。

・一人暮らしの高齢者が多く、地域住民の協力が必要
・消防車が入りづらい。

岩手大学教育学部
教育実践・学校安全学研究開発センター

図21　作業④の内容
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（11）発表及び比較考察・コメント
　出来上がった地図について、クラス全体で、検
討会をする。この地区の特徴やメリット・デメリッ
トなどについて発表する。（２班くらい、実際は全
班が発表したところもあった。）発表を受けて、講
師の先生（岩手大学教員）からコメントをいただ
く。時間があれば、班ごとの地図を、比較考察す
る。質疑応答や、補足の話へと進む。
地図の欄外に、各自の名前を記す。地図を保管す
る場合、付箋がはがれないようにセロハンテープ
で固定する。

　「一人ひとり距離をとりつつ、クラス全体で見
渡せるように配置につきます。①では、発表し
てください。（２グループ程度を指名する。）②
講師の先生からコメントをお願いします。」

＜ここまでのワーク：95 ～ 100分経過／ 105分＞

（12）補足、おわりに
①最後の補足

　「最後に補足します。みなさんは、このマーク
を知っていますか。」

 

　「自然災害伝承碑です。過去に起きた津波、洪
水、火山災害、土砂災害等の自然災害の情報を
伝える石碑やモニュメントです。国土地理院が
2019年３月15日に新たな地図記号として制定し
ました。2018年の西日本豪雨の被災地には水害
の被災を伝える石碑が建立されていましたが、
地域住民に十分に知られていなかったことを受
けての制定しました。」

（13）生徒のあいさつ、本日のまとめ
　本日のまとめとして以下のように話した。（一部
加筆）

　「これから先どこでどのように生きていくか
わからないからこそ、地域の良さや課題を知り、
助けてくれる人や助けを求めている人を知り、
自分と大事な人の命を守るための方法を身に付
けるのが重要です。過去の自然災害の教訓は実
は様々な形で残されています。過去の水害は今
後も起こりうるものとして理解することが重要
です。しかし、モノがあるだけで過去の教訓が
後世に伝わるとは限らない。今いる人が過去に
学び、未来に伝えていくことで初めてモノが意
味をもちます。「中学生だから何もできない」と
いうことはない（→中学生だから、できること
は多い）と思われる。

図23　自然災害伝承碑

岩手県内の自然災害伝承碑の例

１９４７年、北上川流域を襲った
カスリーン台風。それからちょう
ど１年後（１９４８年）、アイオ
ン台風が猛威をふるった。

２つの台風によって北上川とその支流が氾
濫し、岩手県内は２年連続の大水害に見舞
われ、一関市は磐井川堤防の決壊により死
者・行方不明者573名の大被害を受けた。

図24　岩手県内の自然災害伝承碑の例

（出典）国土地理院ホームページ
https://www.gsi.go.jp/common/000211857.pdf

図25　岡山県内の自然災害伝承碑の例
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＜ここまで説明：105分経過／ 105分＞

（14）時間があれば、予備の問題
―各自こんなことも考えてみてください

　「では、ここで問題です。登下校中に、急な豪
雨、そして雷が発生したとき、自分たちの身を
守るには、どのように行動すればよいか、これ
まで記入してきた地図を見ながら考えてみま
しょう。」

 

４　受講生の作成例
　受講生の作成例を２例のみ掲げる。上田中学校
３年生は４クラス、16班に分かれて、グループワー
クを実施した。
　その結果、16枚の地図が作成された。どれも甲
乙つけがたく、また、グループの個性が発揮され
た。事前課題の遂行によって、持ち寄った情報の
差異や、地図をデザインするセンスなどの多様性
もみられたが、最後の考察において、グループ内
で、コロナの影響を受けつつも、それ相応にグルー
プ討議が深められた成果と受け取れる内容であっ
た。

 

図26　予備問題

◎下校途中（午後4時くらい）に、急な豪雨と雷が
発生しました。あなたは身を守るために、どのよう
な行動をとるか考えてみましょう。

予備問題

どのようなリスクを考え、判断し、行動をとるか。
誰かと一緒か、家族や学校との連絡をとるのか。

岩手大学教育学部
教育実践・学校安全学研究開発センター

写真１　受講生徒によるDIG作成例１

写真２　受講生徒によるDIG作成例２
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５　事前・事後アンケートから
（１）受講生の感想から
　受講生には事前・事後のアンケートに協力いた
だいた。事後アンケートの最後に感想をお願いし
た。それによると、有意義であった、勉強になっ
た、自分たちの地域について関心を深めたとの記
述内容が目立った。　ここには、生徒の感想の一
部を掲載した。その内容は、大まかに３つくらい
に分類できる。
①第一に＜多様なリスクを知った＞
　自分たちの地域の災害のリスクを知った。自然
災害や高松の池のリスクの可能性など、リスクが
多様であることを知ったという内容である。
②第二に＜今後の実践に役立てたい＞
　自分たちの今後の判断・行動に役立てたい。実
際に避難する時に交通手段について考えたという
ものである。
③第三に＜グループワークの効果を感じた＞
　地図を共同制作するのが楽しかった。自主的に
マップをつくることにより深く理解した。地域の
プラス面やマイナス面を、グループワークによっ
て、深く学べたというものである。

（２）事前事後の防災に関する意識の比較
　事前・事後の意識調査の結果から、その特徴と
差異について少し考察したい。まず、事前と事後
について、多くの項目で数値の上昇がみられた。
防災のワークをしたことそれ自体が防災に関する
意識を覚醒させたという面があるとともに、今回
の養成講座のワーク（個人ワークとグループワー
ク）がある程度の効果をもたらしたと思われる。
　３年間、毎年実施することによる効果もあると
思われる。今回のテーマが、地域社会のことを、
防災の面からより深く知ることを目的の柱として
いるので、受講生徒の関心が高かったと思われる。
災害想定ゲーム（DIG）の具体的な実施方法は多
様であるが、コロナ感染症の影響下の制約の中で、
一定の意義あるプログラムが実施できたといえ
る。
 

 

表１　受講生徒の感想より

受講生の感想からは熱意がうかがえた！一部を掲
載する

自分の地域の危ないところや、危なくなる可能性
のある場所を、確認できた。もし、地震、災害が
起こったときには、今回のことを考えて、最も良
い判断をしたいと思う。

自分の地域に危険な場所が沢山あることが分かり
ました。また、今の周りにお店が少ないことが分
かったので、災害の時のためにひなんできるとこ
ろをかくにんしておきたいです。

高松の池もはんらんすることがあることにおどろ
いた。あらためて地域のいろんなところに危険が
あると思った。

自分ではやろうとしないような、地図に色をぬっ
たり、ふせんをはったり、話しあったりすること
で、きくだけでは、分からないことも覚えやすかっ
たので、これから、活かしたいと思いました。

地図を作っていくなかで、もし自分の家が災害で
ひなんしなければならなくなったとき、車を使う
とよくないと思いました。入れない道があったり
災害時がガソスタも危ないのでそう思った。自分
の避難経路も作ったほうがいいと思う。

講座をうけてみて、普段は防災について考えない
が、少し考えるきっかけになった。班のメンバー
で１つの画用紙にまとめるのが楽しかった。いい
機会ができたと思った。これからも防災について
しっかりと考えていきたい。

防災マップを自分たちで自主的に作ることによっ
て、地域のプラス面やマイナス面など、をより深
く理解することができた。作って終わりではなく、
作ったものを生かして、防災意識を個人でも、団
体でも高めていきたいと思った。
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表２　がんちゃんJr.防災リーダー養成講座アンケート／事前・事後の平均値

５　上田中学校・がんちゃんJr.防災リーダー養成
講座2020実施体制
①岩手大学教育学部・岩手大学教育学部附属教育
実践・学校安全学研究開発センター：

麦倉哲（地域防災センター兼務）、本山敬祐、鈴
木久米男、菊地洋、小川春美

②岩手大学地域防災研究センター：

越谷信、福留邦洋、熊谷誠、松林由里子、鴨志
田直人

③岩手大学理工学部：
　地域創生課題演習Ⅲ５班　紺野矩彦
④特別助言者：
　文部科学省学校安全調査官　森本晋也


